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平成 17 年度厚生労働科学研究費（循環器疾患等総合研究事業） 
日本人の食事摂取基準（栄養所要量）の策定に関する研究 

主任研究者 柴田克己 滋賀県立大学 教授 
 

Ⅰ．総括研究報告 
 

平成 17 年度の成果の要約 
 

主任研究者 柴田克己 滋賀県立大学 教授 
 
研究要旨  
【食事摂取基準－ビタミン必要量－の精度向上】  
①日本食品標準成分表に記載のないビオチン含量の分析：237品目を終了した． 
②日本人の摂取量調査のないビオチン摂取量をトータルダイエット方式で調査：60μg/日で

あった． 
③乳児の必要量策定のためのデータを収集：約200試料の母乳中のビタミン含量を測定した．

68例のほ乳量を調査した． 
④母乳栄養児と人工栄養児の必要量の比較：人工栄養児は母乳栄養児よりも必要量が高いこ
とを明らかにした． 

⑤ビタミンD・Kが思春期での最大骨量獲得と高齢期の骨量維持に重要な役割を果たすことを
解明した． 

⑥生体のナイアシン必要量の半分以上を供給するトリプトファン-ナイアシン転換系に及ぼ
す食事性因子を検討し，転換率の精度を上げた． 

⑦幼児・成人の尿中の水溶性ビタミンおよびそれらの代謝産物量を測定し，成人からの外挿
法の妥当性を検証した． 

⑧β-カロテン摂取量と血漿脂質パラメータ，β-カロテン摂取量とビタミンA濃度の関係を
検討した． 

⑨動物実験によるビタミン上限量策定のための基礎実験を遂行した． 
⑩食品中の水溶性ビタミンの生体利用率を検討した． 
⑪ビタミン-ビタミン相互作用，ビタミン-主要栄養素関連作用を検討した． 
【ビタミン及びその関連化合物の定量方法の開発と精度向上】 
①ビタミン K類縁体の精度の高い定量法を確立． 
②LC-MS/MS 法によるビタミン D代謝物の新規同時分別定量法を確立した． 
③LC-MS/MS 法による母乳中脂溶性ビタミンの同時一斉定量法を確立した． 
④ビタミン B12依存性大腸菌バイオオートグラフィー法を確立した． 
⑤ヒト血漿および LDL，HDL 中に蓄積するβ-カロテン，リコペン，ルテインの HPLC 分別定
量法を確立した． 

【ビタミンの必要量と関連する新しい生体指標の確立】 
①葉酸栄養の指標：血清中のセリン/グリシン比を検討した． 
②ビタミン B12栄養の指標：赤血球中のメチルマロニルCoAムターゼを検討した． 
③高齢者：ビタミン E栄養の新しい指標を検討した．ビタミン B12の吸収率を低下の程度を
検討した． 

④ビオチン栄養の指標：尿中のヒドロキシイソ吉草酸を検討した． 
④パントテン酸栄養の指標：脂肪摂取量とパントテン酸必要量との関連に焦点をしぼり，尿
中のパントテン酸を検討した．  

⑤β-カロテン栄養の指標として血漿 HDL 中のβ-カロテン濃度を検討した． 
【普及活動】 
①平成17年度：3回開催．（1. 9月22日京都女子大学，2. 12月17日滋賀県立大学， 
3. 2月18日山口県立大学）． 
なお，本研究は 3年計画の 2年目である． 
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A. 目的 
①厚生労働省策定「日本人の食事摂取基準

(2005 年版)」作業において懸案事項となった課

題，特に社会的に関心の高いビタミンを中心と

した課題に取り組み，解決し，2010 年度の改

定作業につなげること， 
②関連する研究基盤を構築すること， 
③国民への「日本人の食事摂取基準(2005 年

版)」特に，ビタミンに対する正確な知識を普

及させること，栄養バランスが良いということ

は，食事摂取基準に従うことを普及させること

である． 
今年は 3 年計画の 2 年目である． 
 

B. 成果 
１．食品中のビオチン含量の測定と日本人の摂

取量調査 

2005 年版の食事摂取基準の策定時にはきわ

めてデータが乏しかったビオチンに関する成

果を図１に示す． 
ビタミンは全部で 13 種類あるが，「日本食

品標準成分表」には，ビオチンだけがのってい

ない．そこで，食品中のビオチンの分析を行い，

現在 237 品目の分析を終了した．この表を使っ

て，トータルダイエット方式でビタミン摂取量

を調査した．その結果，1 日当たり，60μg とい

う値が得られた．2005 年版の食事摂取基準で

は，ビオチンの目安量は 45μg であるので，今

回の値は高いものであった．2010 年に予定さ

れている改定では，どうするかであるが，さら

にビオチン摂取量に関するデータを集め，同時

に，ビオチンの必要量を示す根拠のある数値の

データを得る計画も行っている 
 
２．母乳中のビタミン含量の測定 

2005 年版の食事摂取基準では，前の私ども

の研究班の成果から，日本人の乳児は 1 日で

780 mL の母乳を飲んでいるというデータが採

用された．さらに，データを得るために，調査

を重ねている．その成果を図２に示した．現在

までに得られた新規な 68 例の結果では，平均

値で 814 mL という値が得られた．新規に分析

している母乳中のビタミン含量であるが，現在

国民の栄養指導，食糧計画に利用されている

2005 年版の食事摂取基準と同じ値のものもあ

るが，かなり含量が異なるビタミンもある．研

究期間がまだ 1 年間あるので，試料数をさらに

増やすと同時に，定量方法にも改良を加えて精

度の高い値にする．  
 

３．ナイアシンの必要量に影響を与えるト

リプトファン－ナイアシン転換率に関する

問題 

ビタミンの中で，生体内で合成されるも

のがある．ナイアシンである．ナイアシン

活性を持つ化合物は，ニコチンアミド，ニ

コチン酸，トリプトファンである．そこで，

食事摂取基準では，「ナイアシン当量」と

いう概念を作り，必要量をだしている．ナ

イアシン当量はニコチンアミドとニコチン

酸は当価で「1」とし，トリプトファンのナ

イアシン当量としての活性はニコチンアミ

ドの「1/60」として，図３に示した式によ

って計算する．しかしながら，トリプトフ

ァンの摂取量は「食品成分表」だけでは分

からないので，簡便法として，同じく図 4

に示した，摂取タンパク質量(g)に 1/6 をか

ける式が，2005 年版の食事摂取基準には示

されている．60g のタンパク質が 10mg のナ

イアシンに相当するということである．ナ

イアシンの必要量は 11mg 程度であるので，

大変大きな数値である．つまり，トリプト

ファン－ナイアシン転換率の変動はナイア

シン必要量を決定する上で重要な影響を与

えることを意味している． 
転換率に影響を与える因子をまとめてみ

ますと，図４のようになる．大変多くの因

子によって変動することを明らかにした．

2005 年版の食事摂取基準では，トリプトフ

ァン－ナイアシン転換率は，1/60 とされて

いるが，2010 年の改定ではどのようなデー

タを提示すればよいか，困ったというとこ

ろである． 
 

４．食事中の水溶性ビタミンの生体利用率

に関する問題 

栄養指導の基礎となる資料として，「日

本食品標準成分表」と「日本人の食事摂取

基準」がある．食品中のビタミンは遊離型

では存在せず，多くは，いわゆる結合型と

して存在している．「食品成分表」の値は，

結合型を可能な限りの前処理をして結合型

を遊離型とした後，測定したものである．

いわゆる資源としての値である．一方，食

事摂取基準の値は，ヒトが利用できる値を

示したものである．当然のことであるが，

食べた資源がすべて栄養となるものではな

い．  
そこで，2005 年版の食事摂取基準では，

図５に示したように，生体利用率を考慮し
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てビタミンの必要量が策定された．我々が，推

定平均必要量を設定するための実験は遊離型，

言い換えれば，化学合成したビタミンを負荷し

たものが多い．ところが，我々の通常の食生活

では，生命体が起源の食品の組み合わせ，つま

り，食事からビタミンを摂取している．そのた

めに，日本人が摂取している代表的な食事中の

ビタミンの生体利用率の数値が必要である．影

響を与える因子としては，構造的に破壊して活

性を失わせるもの，消化・吸収に影響を与える

もの，構造類縁体，活性型への転換に影響を与

えるもの，などが考えられる．2005 年版では

ビタミン B6，ビタミン B12，葉酸の三つのビタ

ミンのみに生体利用率が考慮された．他のビタ

ミンはデータがないため，考慮されなかった． 
図６は，日本人が一般的に摂取しているとさ

れる一日分の食事を食べた時のビタミンの生

体利用率である．食パンを主としたメニューと

したのは，国際的に「食パンを主とするメニュ

ー」という動きがあるからである．他の食事メ

ニューの時の生体利用率をさらに検討し，2010
年に予定されている改定に必要な資料を提出

できるように計画を立てている． 
生体利用率がでれば，食品成分表と食事摂取

基準の数値の比較が，今以上に有効なものとな

り，国民の健康の維持に貢献できるはずである． 
 
５．栄養状態の指標の検討 

栄養状態の指標として何をもちいるのか，に

ついての懸案事項の成果を述べる． 
食事摂取基準の対象者は健康な人で，健康な

人が寿命の限界まで健康に生きられるために

は，どれだけの栄養素をとり続ければよいかを

示すものである． 
ヒトの場合，得られる試料は，通常では血液

と尿である．血液は必要量以下の摂取日が続き，

欠乏症が顕在化する直前で，はじめて低下して

くる．したがって，栄養素の欠乏状態の診断に

は適しているが，予防には適していない．一方，

尿は，摂取量の低下がすぐに反映されるので，

欠乏の予防には適している．また，排泄量は代

謝量を反映しているので，基準値を示すことで，

基準値に達した時の摂取量が適正必要量であ

ると考えることができる（図７）． 
図８は，ラットを使用したモデル実験である

が，この図は，尿中へのニコチンアミド代謝産

物は，血液中の NAD が飽和した後，はじめて

摂取量に応じて増大する，というデータを示し

たものである．主張したいのは，健康人の必要

量を推定するには尿中の値が適している，とい

うことである． 
６．栄養指標としての水溶性ビタミンの尿

中排泄量 

健康人の尿中の排泄量を調べた．必要量

の基準となる水溶性ビタミン排泄量の暫定

値をまとめたのが，図９である． 
3 年目は年齢区分を広げた値を得る計画

である． 
 
７．研究基盤の構築 
【ビタミン及びその関連化合物の定量方法

の開発と精度向上】 

①ビタミン K類縁体の精度の高い定量法を 

確立． 

②LC-MS/MS 法によるビタミン D代謝物の新 

規同時分別定量法を確立した． 

③LC-MS/MS 法による母乳中脂溶性ビタミン

の同時一斉定量法を確立した． 

④ビタミン B12 依存性大腸菌バイオオート

グラフィー法を確立した． 

⑤ヒト血漿および LDL，HDL 中に蓄積するβ 

-カロテン，リコペン，ルテインの HPLC 分 

別定量法を確立した． 

【ビタミンの必要量と関連する新しい生体

指標の確立】 

①葉酸栄養の指標：血清中のセリン/グリシ

ン比を検討した． 

②ビタミン B12 栄養の指標：赤血球中のメチ

ルマロニルCoAムターゼを検討した． 

③高齢者：ビタミン E栄養の新しい指標を 

検討した．ビタミン B12の吸収率を低下の程 

度を検討した． 

④ビオチン栄養の指標：尿中の-ヒドロキシ

イソ吉草酸を検討した． 

④パントテン酸栄養の指標：脂肪摂取量と 

パントテン酸必要量との関連に焦点をしぼ 

り，尿中のパントテン酸を検討した．  

⑤β-カロテン栄養の指標として血漿 HDL

中のβ-カロテン濃度を検討した． 
 
８．普及活動 
1. 平成17年 9月22日京都女子大学， 

2. 平成17年12月17日滋賀県立大学， 

3. 平成 18 年 2 月 18 日山口県立大学，で行

った． 
 
９．今後の食事摂取基準策定の方向 
今後の食事摂取基準策定の方向は，欠乏

症を予防する推定平均必要量に加えて，有

事において効果が期待できる量も提言した
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いと考えている． 言い換えると，食事摂取基

準は，「国民の健康を保持し，生活の安定をは

かるためには，どの程度の食糧を確保すればよ

いのか」，という「食糧確保」の計算をするた

め基礎資料としての目的がある．そのため，欠

乏を予防するために必要な最低限の栄養素を

供給するための「食糧の量」という考え方が未

だに根強くある．エネルギーとはならない微量

栄養素に関しては，もっと積極的に考えて，有

事，具体的な一つの例としては，「代謝性疾患」

の予防のための必要量を提言することも必要

ではないかと考えている．成果の一例であるが

（図 10），チアミンを体内に飽和させるには，

2005 年版の食事摂取基準の推奨量である 1.1 
mgの 2倍量である 2 mgが必要であることをこ

の実験結果は意味している． 
 
C．倫理面への配慮 

本研究は，各研究施設の倫理委員会規定に

従って実施する．験者は，被験者に対して，あ

らかじめ実験の主旨，方法，実験に参加するこ

との不利益，苦痛を説明し，被験者の自由意志

でいつでも実験から離脱できることを文書で

保証した後，文書による被験者の実験参加同意

を得て研究を実施する．取得されたデータは，

基本的には全被験者の傾向を求めるような処

理にかける．また，個人名は研究者が管理し，

データの管理は記号により行う．  
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E．研究組織 
①研究者名 ②分担する 

研究項目 
③最終卒業学校・卒業年次・

学位及び専攻科目 
④所属機関及び現在の

専門（研究実施場所） 
⑤所属機関に

おける職名 
柴田克己 統括．水溶

性ビタミン

リーダ 
ビ タ ミ ン

B1，ビタミ

ンB2，ナイ

アシン，パ

ントテン酸

の必要量 

京都大学・院 
昭和54年 
農学博士  
食品工学 

滋賀県立大学 
栄養化学 

教授 

佐々木敏 副統括．文

献レビュー 
ルーベン大学・院 
平成6年 
医学博士  
医学 

国立健康・栄養研究所 
疫学（栄養学） 

栄養所要量

策定企画・運

営担当リー

ダ 
岡野登志夫 脂溶性ビタ

ミ ン リ ー

ダ．ビタミ

ンDおよびK
の必要量 

大阪大学・院 
昭和49年 
薬学博士  
薬学 

神戸薬科大学薬学部 
栄養生化学 

教授 

福岡伸一 結合型ビタ

ミンの定量

的遊離化法

の開発 

京都大学・院 
昭和62年 
農学博士  
食品工学 

青山学院大学 
分子栄養学 

教授 

玉井浩 ビタミン A
と E の必要

量 

大阪医科大学・院 
昭和60年 
医学博士  
医学 

大阪医科大学 
小児科学 

教授 

田中清 ビタミン D
と Kの必要

量 

京都大学・院 
昭和59年  
医学博士  
医学 

京都女子大学 
病態栄養学 

教授 

森口 覚 ビタミン E
の必要量 

徳島大学・院 
昭和58年 
保健学博士 
栄養学 

山口県立大学 
公衆栄養学 

教授 

寺尾純二 カロテノイ

ドの必要量 
京都大学・院 
昭和50年 
農学博士  
食品工学 

徳島大学 
食品化学 

教授 

梅垣敬三 葉酸，ビタ

ミン C の必

要量 

静岡薬科大学・院  
昭和60年 
薬学博士 
薬理学 

国立健康・栄養研究所 
栄養学  
食品衛生学 

室長 

早川享志 ビタミンB6

の必要量 
京都大学・院 
昭和60年 
農学博士  
食品工学 

岐阜大学 
食品栄養学 
 

教授 
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渡邊敏明 ビオチン，

葉酸の必要

量 

新潟大学・院 
昭和50年 
医学博士・理学博士  
理学 

兵庫県立大学 
公衆栄養学 

教授 

渡邉文雄 ビタミンB12

の必要量 
大阪府立大学・院 
昭和62年 
農学博士  
農芸化学 

高知女子大学 
食品化学 
 

教授 

 
 

食事摂取基準の精度向上

～データが乏しいビオチン～

日本食品標準成分表に記載のないビオチン含量の分析：237品目を終了した．

総ビオチン
（μg/100g） A B C D E

85 4001 あずき 全粒，乾 14 10.1
86 4012 全粒，乾 34.0
87 4014 グリーンピース（揚げ豆） 114
88 4017 ささげ 全粒，乾 9 10.0 21.0
89 4023 全粒，国産，乾 13 21.9
90 4029 きな粉，全粒大豆 70.0
91 4032 木綿豆腐 85 6.4
92 4033 絹ごし豆腐 89 6.4
93 4039 生揚げ 39 4.2
94 4046 [納豆類] 糸引納豆 61 13.1
97 4065 ひよこまめ 全粒，乾 10.0
98 4071 りょくとう 全粒，乾 7.5
99 4073 レンズまめ 全粒，乾 13.2
108 5001 アーモンド 乾 2 32.9 0.4 18.0
109 5005 カシューナッツ フライ，味付け 1.5
110 5010 （くり類） くり，生 1.3
111 5014 くるみ いり 3 15.5 19.0 37.0
112 5018 ごま いり 2 11.4
113 5028 フライ，味付け 2.0
114 5029 ヘーゼルナッツ，乾燥 2.0
115 5034 乾 34
116 5035 いり 2 81.0 34.0
117 5036 バターピーナッツ 39.0
118 5037 ピーナッツバター 3.9
394 12002 うずら卵 全卵，生 72 8.2
395 12004 全卵，生 75 22.1b 25.0 25 25.0 22.5 27.2
396 12005 全卵，ゆで 79 15.9b
397 12009 全卵，乾燥全卵 84
398 12010 卵黄，生 48 63.9b 60.0 53 52.0 54.9
399 12013 卵黄，乾燥卵黄 110
400 12014 卵白，生 89 5.0b 7.0 7.0 1.5
401 12016 卵白，乾燥卵白 57
496 17007 こいくちしょうゆ 68 13.5
497 17008 うすくちしょうゆ 71 11.9
498 17034 ピューレ 1.5
499 17036 ケチャップ 1.5 1.8
500 17042 （ドレッシング類） マヨネーズ 12.0
501 17044 米みそ，甘みそ 42 26.9a
502 17047 麦みそ 35 7.7
A．デンマーク　五訂成分表（2002）
B．ドイツ　六訂成分表（2000）
C．カナダ　食品成分値(1978)
D．Hardinge　MG　and　Crooks　H（1961）
E．Guilarte　TR（1985）

No 日本食品群
日本食
品番号

食品名
本研究 参考文献

水分
(％)

総ビオチン（μg/100g）

4．豆類
えんどう

だいず[全粒・全粒製
品]

[豆腐・油揚げ類]

5．種実類

ブラジルナッツ

らっかせい

12．卵類
（鶏卵類）

17．調味料及
び香辛料

（しょうゆ類）

（トマト加工品類）

（みそ類）

さらに分析数を増やす．
必要量を示す生体指標の検索．

 
図１．食品中のビオチン含量 
 



 

 7

  

食事摂取基準の精度向上
－乳児（0～5か月）－

乳児（ 0～5か月）68例の哺乳量を調査．

807 mL/日中央値

643 mL/日平均－SD

985 mL/日平均＋SD

171 mL/日標準偏差(SD)

1235 mL/日哺乳量最高値

356 mL/日哺乳量最低値

814 mL/日哺乳量平均値

前回の調査：780 mL/日

6.4±3.45.17 μg/LビタミンK
1.2±0.63 μg/LビタミンD
4.2±2.63.5 mg/LビタミンE
0.4±0.20.352 mg/LビタミンA

47.8±11.350 mg/LビタミンC
3.0±2.15.2 μg/Lビオチン

6.9±2.85.0 mg/Lパントテン酸

0.95±0.530.2 μg/LビタミンB12

50±2754 μg/L葉酸

0.11±0.060.25 mg/LビタミンB6

1.2±0.42.0 mg/Lナイアシン

0.29±0.150.40 mg/LビタミンB2

0.14±0.070.15 mg/LビタミンB1

研究班の値採用値ビタミン名

約200試料の母乳中のビタミン含量を測定．

次年度：試料数をさらに増やす．定量方法にも改良を加える．
 

図２．母乳中のビタミン含量の測定 
 
 
 
 

N

CO O H

NE（ナイアシン当量） ＝
ニコチンアミド(mg)＋ニコチン酸(mg) ＋1/60トリプトファン(mg)

簡便法：NE(mg)=成分表のナイアシン量(mg)＋{1/6×タンパク質量(g)｝

60gのタンパク質は10mgのナイアシンに相当する．

トリプトファン-ナイアシン転換率の変動はナイアシン必要量を
決定する上で重要な影響を与える．

N

CONH2

1

1
N

CH2 CH COOH

NH2

トリプトファン 1/60

トリプトファン－ナイアシン転換率の問題

全酵素の約20%は

ナイアシン補酵素を
必要とする

ナイアシンの必要量は11 mg/日程度

 
図３．トリプトファン-ナイアシン転換率の問題 
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転換率に影響を与える因子

Trp含量の低いタンパク質の摂取

過剰タンパク質摂取

低分子ペプチド食

飽和脂肪酸の過剰摂取

ショ糖・ブドウ糖・果糖の過剰摂取

ビタミンB2・B6摂取不足

ミネラル欠乏

女性ホルモン

副腎髄質ホルモンのアドレナリン

実験的糖尿病誘発剤

ビスフェノールA

良質タンパク質の適量摂取

不飽和脂肪酸の適量摂取

デンプンなどの多糖摂取

チロキシン

高脂血漿薬

抗結核薬

フタル酸エステル類

妊娠

低下させる因子増加させる因子

2005年版の食事摂取基準では，
トリプトファン－ナイアシン転換率は1/60とされているが，
2010年の改定ではどのようなデータを提示すればよいか，困った．

 
図４．トリプトファン-ナイアシン転換率に影響を与える因子 
 
 
 

食事由来は食事由来は
生体利用生体利用率率が低いが低い

遊離型のビタミン

ビタミンB6は75％
ビタミンB12は50%
葉酸は50%

複数の食品からなる
食事由来のビタミン

推定平均必要量を設定するための実験は遊離型推定平均必要量を設定するための実験は遊離型
（化学合成品など）を負荷したものが多い．（化学合成品など）を負荷したものが多い．

生体利用率を考慮して策定

通常の
食生活

科学的データの由来

ビタミンを構造的に破壊して活性を失わせるもの
ビタミンの消化・吸収に影響を与えるもの
ビタミンの構造類縁体
活性型への転換に影響を与えるもの

 
図５．生体利用率を考慮して作成する方針 
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生体利用率の検討結果

50

75

2005年版採用値食パンを主食(1日の食事）

102±18C
99±24ビオチン

60±29葉酸

90±26パントテン酸

57±21ナイアシン

80±19B6

52±22B2

59±24B1

平均値±SD (%)
ビタミン

 
図６．食パンを主食とした食事中の水溶性ビタミンの生体利用率 
 
 
 
 

栄養状態の指標として何を用いるのか？

摂取量の低下がすぐに反映されるので，欠
乏の予防には適している．

排泄量は代謝量を反映しているので，基準
値を示すことで，基準値に達した時の摂取量
が適正必要量であると考えることができる．

尿

●必要量以下の摂取日が続き，欠乏症が顕在
化する直前で，はじめて低下してくる．

●欠乏の診断には適している．

●予防には適していない．

血

液

 
図７．栄養状態の指標の検討 

 

 

 



 

 10

 

尿中へのニコチン
アミド代謝産物は
血液中のNADが

飽和した後，はじ
めて摂取量に応じ
て増大する．

健康人の必要量を推定するには尿中の値の測定が適している

ラットを使用したモデル実験

Nam
(mg/100 g Diet) Nam

(mg/100 g Diet)

血
液

中
の

N
A

D
含

量

尿
中

代
謝

産
物

量

欠
乏
症
の
顕
在
化

 
図８．尿中の水溶性ビタミン排泄量は栄養状態の指標として適している 
 
 
 
 
 
 

必要量の基準となる水溶性ビタミン排泄量
～暫定値～

30μmol/day以上

20 nmol/day以上

8 nmol/day以上

8μmol/day以上

20μmol/day以上

20 pmol/day以上

1.0 μmol/day以上

100 nmol/day以上

100 nmol/day以上

園児 (3～5歳）

90μmol/day以上ビタミンC  

50 nmol/day以上ビオチン

20 nmol/day以上葉酸

10μmol/day以上パントテン酸

60μmol/day以上ナイアシン

70 pmol/day以上ビタミンB12

3.0μmol/day以上ビタミンB6

350 nmol/day以上ビタミンB2

250 nmol/day以上ビタミンB1

成人女子(18～69歳）水溶性ビタミン

 
図９．必要量の基準となる水溶性ビタミン排泄量の値 
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現在の推奨量は，チアミンとし
て1.1mg/日

ビタミンB1の飽和量

欠乏症を予防する推定平均必要量に加えて，
有事における効果が期待できる体内飽和量を維持できる摂取量も提言

体内飽和量を維持するには7.4 μmol (2 mg)/day
のチアミンの摂取が必要

 
図 10．今後の食事摂取基準策定の方向 
 


